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原本は行方不明の昭和 48 年（1973 年）の広島県・市実施のものと 

   湯来町実施のものは、別々に実施されていた。 

                     増田 善信 

 

はじめに 

 私は本検討会の第 3 回検討会（2021 年 3 月 18 日）の際、「広島県あるいは市が今までに

やったアンケートは、かなり豊富な資料があると思います。そういうものも含めて、もう一

度、より正確なというか、できるだけ正確な降雨なり、初期疾患などの統計を取るようなこ

とを、来年度はぜひお願いしたいと思います」（議事録）と発言して、私が調査に使った湯

来町の調査のほかに、広島県・市が実施した調査の結果を提出してほしい」と要望した。 

 これに対し、第 4 回検討会で、湯来町の調査の表紙（ｐ.10 の資料）のみが提出され、原

本は「行方不明」という回答であった。広島県健康福祉局被爆者支援課二井秀樹課長は、こ

の時、「湯来町の昭和 48 年調査が、広島県・市の昭和 48 年調査の湯来町分の一部であると

いう確証を得ることはできなかったが、湯来町が独自に実施した調査という可能性もある

のではないかと考えている」と報告した。 

 そこで、「原本が行方不明」ということは、由々しい問題であると思って、広島高裁の裁

判に被告側（国・広島県・市）が提出した証拠書類などを調べ、湯来町が独自に調査を始め

たのは昭和 48 年（1973 年）10 月であり、広島県・市が始めたのは同年の 11 月であるう

え、設問内容も違っているので、別々に実施されたものであることを確かめた。以下にその

経過を記して報告、再調査を要望する。 

 

１，広島県・市が実施した昭和 48 年調査 

 広島県・市が市町村に「原子爆弾による黒い雨の降雨地区調査についてお願い」

の文書の日付は「昭和 48 年 11 月」で、返却は「１２月  日まで」になって

いた。この調査については p,5~８の資料を用いて説明する。 

 この調査は所帯ごとに、7 つの設問からなっていた。設問１は「原爆が落ちた

当時の所帯の住所と家族の状況は、どうでしたか」と、回答者（所帯主）の住所

と家族構成を聞いている。 

設問２は、「原爆が落ちてからの家族の健康状態について（おおむね 8 月６日

～９月３０日まで）」について尋ね、「当時の家族に、原爆が落ちてから２ヵ月の

間 で 、 体 に 変 わ っ た こ と や 目 だ つ 変 化 が あ っ た か 」 を 聞 き 、         

「あった」場合は「どなたですか」と名前を書く欄があり、氏名を書かせ、「そ

の症状は」の欄は、「発熱、嘔吐、下痢、血便、脱毛、歯ぐきからの出血、皮膚

に斑点が出た、その他」に〇をつけるようになっていた。 
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 設問３は、「原爆被災者の救護活動について」聞き、救護活動をした人の氏名

と、救護した人の数を答えるようになっていた。 

設問 4 は、「原爆が落ちた 8 月 6 日当日の雨の状況について」を、「降った」、

「降らなかった」、「覚えていない」の 3 つに分けて聞き、「降った」と答えた人

だけが、「バラバラ降った（小あめ）、ザーザー降った（中雨）、どしゃ降りだっ

た（大雨）」と雨の降り方を聞き、それぞれに「その時間は（  時  分～  時  

分頃まで）と降雨時間を尋ね、最後に「１ 黒い雨だった、２ 普通の雨だった、

３ おぼえていない」と雨の色を尋ねていた。 

 設問５は、「原爆が落ちたあと、家畜などの影響について」で、「牛、馬、犬、

猫などに変わったようすがありましたか」と尋ね、「あった」と答えた人には、

さらに「どのようなことがありましたか」と、その時の状況を書くようになって

いた。後の設問６と７はここでは割愛する。 

 1974（昭和 49）年 4 月 8 日にその集計表が 65 の小字ごとにつくられている。

1045 世帯、4076 人の回答があり、総計は小雨 476，中雨 230，大雨 80 であっ

た。その最終結果のうち、「当時の健康状況（急性症状）」（P.８の資料）を示し

ておく。 

この調査結果は、1974 年 7 月に発表された。1 万 7000 人の回答から、小雨地

域も入れて有病率 4 割、急性症状 2 割という結果で、新たに被ばく手帳を交付

さるべき「黒い雨」地区の被爆者は 2 万人と推定された（向井・湯浅）。 

 

２、湯来町が実施した昭和 48 年調査 

一方、湯来町は、この広島県・市昭和 48 年調査より約１ヵ月前の 1973（昭和

48）年 10 月に独自に調査をはじめたと思われる。それは、p.10 の資料の湯来町

役場（民生課）の名前入りの「広島原子爆弾に伴う黒い雨降雨地区調査」の表書

きに書かれている「昭和 48 年 10 月」を見れば明らかである。恐らくこれは調

査結果をまとめて、集計・整理するために準備した書類の表紙であろう。また、

p.12 のアンケートの設問が広島県・市のものと違っており、「10 月 25 日までに

貴町内会長に記入の上届けてください」と書かれていることを見れば、広島県・

市の調査と全く違ったものであることは明らかである。しかし、不思議なことに

この表紙だけが残っているが、調査結果の原本が行方不明なのである。 

この表紙には、（砂谷地区 件、水内地区 件、上水内地区 件）と書かれ、

（湯来町保存）と添え書きされているが、それぞれの地区の件数の欄が空欄にな
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っているところを見ると、最後まで調査されなかったのであろう。恐らく、広島

県・市が 1 ヵ月後の 48 年 11 月から調査をはじめたので、その調査に合流して

中断したのであろう。 

私が調査に使った「黒い雨の会」の花本兵三会長から提供された 123 人のア

ンケート調査は、この湯来町独自の調査結果であったのであろうが、確かではな

い。なぜなら私が提供されたのは、雨の調査結果だけであったからである。 

今までは、私自身が、広島県・市の昭和 48 年調査と湯来町の昭和 48 年調査

は同じものと思っていたが、まったく別なものであることが今回の調査で判明

したのである。 

 

３，昭和 48 年調査が 2 回目の陳情に改変されて使われていた 

ご存じのように、広島県・市の昭和 48 年調査と、湯来町の昭和 48 年調査以

後、2010 年の PTSD の調査までは、大がかりなアンケート調査は実施されてい

ない。しかも湯来町の昭和 48 年調査は湯来町だけの相対的に狭い地域のアンケ

ートであり、しかも恐らく途中で中断したであろうから、公式には使用されなか

ったと思われる。 

ところが、不思議なことに、広島県・市の昭和 48 年調査結果が、広島県・市

の 1975（昭和 50）年 6 月の陳情と、1979（昭和 54）年 7 月の陳情に、形を変

えて使われていたのである。広島県・市は共同で 1975（昭和 50）年 6 月、「原

子爆弾被爆地域の指定に関する陳情書」を厚生大臣に提出した（p.5 の資料）。 

その陳情が功を奏したのだろう、1976（昭和 51）年 9 月、宇田大雨域のみが

健康診断特例区域に指定された。この新しい指定は、従来から被爆地を爆心から

の距離4㎞以内に制限することにこだわっていた厚生省の思惑を一挙に 19㎞ま

で伸ばすという画期的なものではあったが、宇田小雨域や宇田雨域以外の「黒い

雨」被爆者を切り捨てたという点で、将来にわたって大きな禍根を残すものであ

った。 

早速、地域拡大の要求運動が始まった。1976 年 9 月 28 日に、松本正行加計

町議が加計町議会で黒い雨問題を取り上げ、請願を採択させたのを皮切りに、10

月 11 日には湯来町の広瀬町長が、上京して厚生省に陳情書を提出した。 

この地域拡大運動が盛り上がる中の 11 月 12 日、「黒い雨の会」が結成された

（会長花本兵三、村上経行氏ら）。その後、筒賀村、豊平町の請願採択、大々的

な署名運動が展開され、1 市、４町、1 村で、40478 筆の署名が集まった（黒い
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雨の会『黒い雨―ヒロシマからの証言』（2004 年）より） 

恐らく、広島県・市はこの世論に押されたのであろう。1979（昭和 54）年 7

月、広島県・市は再び「原子爆弾被爆地域の指定に関する陳情書」を厚生大臣に

出した（p.9 の資料）。1976（昭和 51）年 9 月の「健康診断特例区域」の指定で

残されている宇田小雨域の指定を要望したものであった。 

ところが、「p.８の資料」と「p.11 の資料」を比較してみた。確かに、「当時の

健康状況（急性症状）」は、前者は「所帯別」、後者は「人口別」の違いがあるが、

「人口別」に統一すると、全く同じでものある。まさに、広島県・市の昭和 48

年調査をそのまま利用していたのである。この時は、大がかりな「黒い雨」の調

査は行っていないので、「やむを得なかった」と言えば、それまでだが、行政の

行為として妥当と言えるであろうか。もしかすると、このことが昭和 48 年調査

の原本が行方不明になっている原因かもしれない。再調査を要望する。               

                      （2022・4・25） 
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